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Summary

This experiment was conducted to investigate the optimal timing of irrigation and fertiliza-

tion when Doritaenopsis was potted by sphagnum moss, coconut husk chip, peat, or bark.

Irrigation and fertilizationtiming affected plant growth differently in different media.

Doritaenopsis grew better in sphagnum moss and coconut husk chip when the pots were irrigated

less frequently. In peat and bark Doritaenopsis growth was poor but stimulated when the pots

were irrigated much frequently.

Irrigation and fertilizationtiming affected differently on the growth of different organs.

Growth of shoot and inflorescence were stimulated much by frequent irrigation but root respond-

ed vice verse.

Growth in sphagnum moss was the best in all the potting materials and much investigation

is required to attain sufficient growth in the other potting materials except sphagnum moss.

緒 言

施肥湯水は重要な栽培管理法の一つで,植物の生育

に大きな影響を及ぼす。ドリテノプシス(ファレノプシ

スとドリチスの交雑種であるが,栽培的にはファレノ

プシスと同様に扱われる)の栽培では,培地が乾いたら

施肥灌水するといった管理が行われている。通常,一

週間に1回程度の灌水で,灌水頻度は極めて低い。こ

れは,植え込み材料に保水性の高いミズゴケが用いら

れること,また着生ランであり水の得にくい環境での

生育が可能なことなど,ファレノプシス栽培に特有の

ものである。ミズゴケは扱いやすい植え込み材料で,

施肥灌水管理も簡略化できるため,ファレノプシス栽

培には適している。しかし,均一に植え込むことが難

しい(市橋ら, 1995:市橋, 1998),ミズゴケに由来す

ると考えられる病害が発生する,時間とともに物理化

学性が変化する(金･市橋, 2002),天然資源であり資

源の枯渇が懸念されるなどの問題点もある。今後は,

-

ミズゴケ以外の植え込み材料を利用したファレノプシ

ス栽培についても検討する必要がある。

ロックウールと軽石培地を用いた施肥灌水試験で

は,保水性に劣った培地の場合は,施肥灌水の頻度を

高めないと生育は促進できない(須藤ら, 1991)。した

がって,保水性や保肥力などがミズゴケよりも劣った

培地を利用する場合には,ミズゴケの場合とは異なっ

た施肥灌水管理が必要と考えられるが,十分な検討は

行われていない。本実験では,ミズゴケ,ヤシ殻チッ

プ,ピートおよびパークを培地として用いた場合の,

施肥灌水頻度を明らかにすることを目的とした。

材料および方法

Doritaeniホsis Quevedo‘Sierra Vasquez'のフラット

苗(平均生体重8.60土0.248,葉数3~4枚)を2000

年7月9日に2.5号黒色プラスチック鉢にニュージー

ランド産ミズゴケを用いて植え込んだ。鉢の含水率が

65%となった時点で各鉢に50mlずつ灌水を兼ね培養
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Table. 1 Composition of nutrient S01ution'(ΣM・― 0,0

液を施用した(第1表)。

2000年11月26日に平均生体重2!｡59,平均葉数4.5枚

に達した株を,根鉢をそのままに周囲に一定量のミズ

ゴケ,ヤシ殻チップ,ピートおよびパーク(それぞれ

乾燥重は17, 49, 15, 618)を均一に詰め込み3号鉢

に移植した。ピートは事前に水酸化カルシュウムを0.

4g/10g混入し,pHを5.6に調整した。2001年2月9

日から施肥灌水試験を開始した。それぞれの植え込み

材料に適した灌水頻度を調べるため,各材料で植え込

んだ鉢を3群に分け,異なった施肥灌水頻度で管理し

た。施肥灌水は,各群から任意に選んだ鉢の重さを測

定し,含水率が50%, 65%あるいは80%程度の時に行っ

た。含水率と鉢重の関係は,予め各植え込み材料を詰

めた鉢の乾燥重と飽和容水重を調べ求めた。施肥灌冰

は,培養液をまず50ml程度注入し,5分程度たってか

ら,鉢重が飽和容水時の90%程度になるように培養液

を再度注入した。

2001年7月9日に根鉢をそのままに周囲に一定量の

ミズゴケ,ヤシ殻チップ,ピートおよびパーク(それ

ぞれ乾燥重は26, 81, 23, 908)を均一に詰め込み3.5

号鉢へ移植した。各処理区10鉢から生育が良好な株を

8鉢選び, 2001年8月14日から施肥灌水試験を再開し

た。植え替えと施肥灌水の方法は前述と同様とした。

栽培は愛知教育大学の自然観察園の温室で行い,遮光

は夏季78%,冬季60%,冬季の最低温度は20℃に維持

した。

クロロフィル含量は, 2001年10月11日に最上位完仝

展開葉を葉緑素計(ミノルタカメラ, SPAD-502型)で

測定し, SPAD値を求めた。

2001年10月6日に花茎の発生が認められ,その発生

数,着晋数および開花数を毎週調査するとともに,満

開時の花茎長も測定した。

2002年5月10日に全植物を鉢から抜き取り,茎葉部

と根部に分けて生体重を秤量し,105℃で48時間乾燥し

て乾物重を求め,また各処理区から3株を選んで茎葉

部,根部及び花序部の化学組成について分析した。乾

燥した植物体の粉砕試料O.lgに濃硫酸と過酸化水素

水(H202)を加えて加熱分解し,脱塩蒸留水で50m1に

定容したものを分析材料とした。Nの定量はケルダー

ル蒸留法を用い,Pの定量はモリブデン青吸光光度法

を用いた。またKは炎光光度法で定量し,CaとMgは

原子吸光光度法を用いて測定した。

各培地での好適施肥灌水頻度は,生長を灌水時の

鉢の含水率の2次関数として近似し,極大値を示す

含水率の時期を最適な灌水時期として求めた。極大

値が処理区間外にある場合および極大値のない場合

は,最大値を示す処理区の含水率を最適灌水頻度とし

た。

結果および考察

1.潅水頻度と培地の影響

1)分散分析

培地間には,乾物割合を除いて,全ての項目に危険

率1%で有意差が認められた。茎葉の乾物割合につい

ては5%の危険率で有意差が見られたが,その他の処

理区,項目では有意差は認められなかった。施肥灌水

頻度については,根の新鮮重と花曹数に危険率5%で

有意差が認められた(第2表)。したがって,植え込み

材料の種類はドリテノプシスの生育に大きく影響し,
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Table. 3 Effects of the differentpotting materials and watering timing on the growth of Doritaenopsis.

施肥灌水頻度の影響は根の新鮮重と花蕾数以外には認

められないと言う結果になった。

本実験での生育は保水性に富んだミズゴケ培地で優

れていたことから,他の培地での生育が劣った原因は

保水性にあるものと考えられた(須藤ら, 1991 ; 市橋,

1998)。

2)生体重,乾物重

異なった培地間の比較では,茎葉重は全ての灌水頻

度でミズゴケ区が最大で,ヤシ殻チップ,ピート,バー

ク区の順に小さな値となった。根重もミズゴケ区が重

く,次いでヤシ殼チップおよびバーク区が重く,ピー

ト区で軽くなった。花序重についてもミズゴケ区が最

大で,ヤシ殼チップ,ピート,バーク区の順に小さな

値となった。全体重についても同様な傾向となった。

異なった培地での乾物重も,生体重と同様な傾向と

なった(第3表)。本実験の施肥灌水管理の範囲では,

ミズゴケが最もドリテノプシス栽培に適した植え込み

材料と考えられた。

ミズゴケ区についての灌水頻度の影響は,根の新鮮

Table. 4 Optimum watering timing on Doritaenopsis*

重,根の乾物重において有意差が認められ,灌水頻度

が低い時(50%)に大きな値となった。本実験の結果

から,ミズゴケ植えの場合の施肥灌水は,茎葉重と花

序重については飽和容水時の65%前後になった時に,

根重については50%前後になった時に行うのがそれぞ

れの生育に適していることが明らかとなった(第3

表)。

ヤシ殼チップ植えの場合は,花序の新鮮重,根の乾

物重で有意差が認められ,花序重は灌水頻度の高い場

合,根の乾物重は灌水頻度の低い場合に大きな値と

なった。茎葉重と花序重への施肥灌水頻度の影響は,

一定の傾向は認められず,好適な施肥灌水頻度を決定

できなかった。根重についてはミズゴケの場合と同様

に50%前後になった時に行うのが良いと言う結果に

なった(第3表)。

ピート植えの場合,施肥灌水処理間に有意差は認め

られなかったが,茎葉,根,花序の新鮮重,乾物重い

ずれも,施肥灌水頻度の多い方が重くなる傾向であっ

た(第3表)。

パーク植えの場合,花序重についてのみ有意差が見

られ,茎葉と花序の新鮮重は施肥灌水頻度の多い方が

大きくなる傾向であったが,根重は逆の傾向を示した。

乾物重はいずれも,施肥灌水頻度の多い方が大きくな

る傾向であった(第3表)。

本実験結果から,培地ごとに各器官の生体重の増加

に好適な施肥灌水頻度を求めた結果を第4表に示し

た。本実験の範囲では,茎葉部,花序部の生育に対し

ては灌水頻度が高いほうが,根部の生育に対しては低

いほうが好ましいことが示された。
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3)乾物率

乾物率は処理による違いは少なかったが,器官によ

る差が大きく,根の乾物率(11-12%)が最も高く,

花序(7-8%),茎葉(6-8%)の順に小さくなっ

た。 Poole･Sheehan (1974)は,根の乾物率は7.8―9.

4%,茎葉は6-7%と報告しており,本実験の根の値

とは多少違いが見られた。この原因としては,植え込

み材料のパークの種類の違い,ドリテノプシスとファ

レノプシスの違いなどが考えられた。

4)クロロフィルの含量

クロロフィル含量はピート植えの場合に高い傾向

で,施肥灌水処理間に有意差が認められ,灌水頻度が

中程度の場合に低く,高い場合と低い場合のいずれで

も高い値を示した。その他の培地では,施肥灌水頻度

による差は見られなかった(第3表)。

5)花序の諸特性

ミズゴケ植えの場合に花蕾は多くなったが,施肥灌

水処理間の違いは見られなかった。ヤシ殻チップ,ピー

ト,パーク植えの場合は,花蕾数に有意差が認められ,

施肥灌水頻度の高い場合に多くなった。花序長におい

てはミズゴケ区で有意差が認められ,施肥灌水頻度が

低い時(50%)に長くなった(第3表)。

花序は各処理区で, 2001年10月19日から11月10日に

発生し,その生育の様相と満開日も異なった。満開日

は,培地間には差が認められ,バーク区において一番

早く,次いでミズゴケ区およびヤシ殼チップ区が早く,

ピート区が遅くなった(第3表)。しかし施肥灌水頻度

の満開日に及ぼす有意な影響は認められなかった。

開花時期の遅れた処理区では,根の新鮮重が軽い傾

向が見られた。開花時期は窒素施用により遅らすこと

が可能である(Ichihashi, 2003)が,一窒素含量と開花

時期には一定の傾向は見られなかった。

2.植物体の化学組成

1)分散分析

多くの成分含量の有意差が培地間に認められた(第

5表)。茎葉部ではK, Ca, Mgで,根部ではN, Ca,

Mgで,花序部ではCa含量に有意差が見られた。施

Table. 5 ANOVA for chemical contents of Doriiaenobsis

肥灌水処理間では,茎葉のCa含量,根のCa含量,

花序部のN含量に有意差が認められた。

Ca含量は,花序の施肥灌水処理以外の培地間,施肥

灌水処理間のすべての項目で有意差が見られた。本実

験ではピート培地のpHをCa(OH)2添加によって調

整した。したがって,同培地には他の培地よりも多量の

Caが含まれ,吸収量も増えたためと考えられた。

2)施肥潅水頻度と各器官の成分含量

茎葉部では,K含量あるいはN含量が多く,続いて

Ca, Mg含量が多く,P含量は少なかった。

灌水頻度とN含量の関係は,ピート区で有意差がみ

られ,施肥灌水頻度の増加につれてN含量が少なく

なった。P含量に有意差は見られなかった。K含量は

培地間で差が認められ,バーク区,次いでヤシ殻チッ

プおよびピート区が多く,ミズゴケ区は小さくなる傾

向が見られた。施肥灌水頻度とK含量には有意差は見

られなかった。

Ca含量はピート区が多く,次いでパークおよびヤ

シ殻チップ区で,ミズゴケ区は少なくなった。施肥灌

水頻度とCa含量は,ミズゴケ,ピート区では施肥灌

水頻度が高い区ほどCaの含量は低くなる傾向が見ら

れた。

Mg含量は,ミズゴケ区において多く,次いでヤシ

殼チップ区およびバーク区が多く,ピート区が少なく

なった(第6表)。

根部では,茎葉部と異なりN含量が多く,続いてMg

含量,Ca含量,K含量の順になった。P含量は茎葉部

と同様に少なかった。

灌水頻度が根部のN含量に及ぼす影響は,ピート区

で有意な差が見られ,灌水頻度が増すにつれて減少し

た。ミズゴケ区のP含量でも有意な差が見られ,灌水

頻度が増すにつれてP含量が増加した。施肥灌水頻度

とK含量には有意差は見られなかった。 Ca含量は茎

葉部と同様に,ピート区が多く,次いでパークおよび

ヤシ殻チップ区で,ミズゴケ区は低くなった。Mg含

量は,ピート区において多く,次いでミズゴケ区およ

びヤシ殼チップ区が多く,バーク区が少なくなった(第

6表)。

花序部では,K含量が多く,続いてN含量,そして
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Table. 6 Effects of the different potting materials and watering timing on the chemical contents of Doritaenopsis.

Table. 7 Correlation between the watering timing and the chemical contents in different plant part of Doritaenopsis1.

MgあるいはCa含量の順になった。P含量は茎葉部,

根部と同様に少なかった。

灌水頻度とN含量には有意な差は見られず,一定の

傾向は見られなかった。P含量でも有意な差は見られ

なかったが,施肥灌水頻度が増すにつれてP含量が増

加するような傾向が見られた。K含量とCa含量は

ピート区で有意差が見られた。Mg含量には施肥灌水

処理間に有意差は見られなかった(第6表)。

以上の結果では,施肥灌水頻度によって植物体の各

部位の化学組成は影響を受けることが示された。しか

し各培地において,施肥灌水頻度と各器官の成分含量

に一定の傾向が見られなかった。このことは,根から

吸収された各イオンは,培地によって異なるだけでは

なく施肥灌水頻度によっても異なり,さらに各器官に

分配される割合も異なることが理由として考えられ

た。本実験で調べた各元素は,根から吸収されたもの

が茎葉あるいは花序に運ばれたものである。しかし,

その分配の比率は必ずしも一定ではなかった。すなわ

ちP含量は,茎葉より花序で高い傾向が見られ,根に

吸収されたPが花序に優先的に移動していることが推

察された。同様にKについては,根から吸収されたもの

の大部分は,根から茎葉ならびに花序へ移動したこと。

が示された。Caは,花序よりは茎葉への移動が多かっ

たことが示された。

3)潅水頻度と各成分含量との相関関係

茎葉部では施肥灌水頻度と,ミズゴケ区のCa含量,

ピート区のN含量には1%レベルで負の有意な相関が

見られた。根部では,ミズゴケ区のP含量には正の有

意な相関が見られ,ピート区のN含量,P含量,Ca含

量には負の有意な相関が見られた。花序部ではミズゴ

ケ区のP含量,ピート区のK含量とMg含量,バーク

区のCa含量には正の有意な相関が見られ,ミズゴケ

区のCa含量,ピート区のN含量には負の有意な相関

が見られた(第7表)｡以上のように各イオツの含量は,

培地あるいは施肥灌水頻度によって,増える場合と減

る場合があることが示された。

植物体内に存在する各元素は根から吸収され,各器

官に移動する。したがって含量が増える場合は,根に

おいては吸収量が増え,移動量が少なかった場合であ

り,茎葉,花序においては移動量が多くなった場合で

ある。ミズゴケ植えで,茎葉部および花序部のCa含
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量と施肥灌水頻度に負の相関が見られたことは,施肥

灌水頻度の増加に伴ってCaの移動量が減少したこと

を示している。その原因としては,施肥灌水頻度増加

による酸素不足などで根の活性が低下し,吸収量が低

下したことが考えら‾れる。逆に,ミズゴケの場合,根

と花序のP含量には正の相関が見られ,Pの吸収は施

肥頻度に比例した。Pは土壌中では難移動性であり,

ミズゴケ中でも同様に難移動性で,培養液への接触頻

度の高い条件で吸収が多くなったためと考えられた。

ピート植えでは,茎葉,花序,根のN含量,根のPと

Ca含量では負の相関が認められた。ピートは保水性

にすぐれた素材であり,灌水頻度の高い条件では酸素

不足により根の機能が低下し,各イオンの吸収量は低

下にしたと考えられた。

ピート植えの花序部のKとMg含量,パーク植えの

花序のCa含量で,施肥灌水頻度と正の相関が見られ

たが,その理由については不明である。

総 合 考 察

ファレノプシスの灌水は手灌水で行われる場合が多

い。これは,ファレノプシスの栽培に多く使われてい

るミズゴケの,均一に植え込み難いという特性による。

ミズゴケは均一に植え込み難いため,鉢ごとに乾き具

合が異なり,手灌水によるきめ細かい灌水管理が要求

される。しかし,手灌水には多くの労力と時間を要し,

生産の効率化を妨げる大きな要因となっている。

ミズゴケに代わる植え込み素材としてヤシ殼チップ

やパークなどが注目されている。これらは保水性に劣

るが,均一に植え込むのが容易で,自動灌水による省

力化が可能となる(市橋, 1998)。本実験は,灌水の自

動化を前提にして,均一な植え込みが可能なヤシ殻

チップ,パークなどの培地を用いた場合の灌水管理の

基礎資料を得る目的で行った。

適切な灌水管理のためには,適切な灌水時期を決め

る必要がある。鉢内の水分状態を知るにはテンシオ

メーターあるいは電気伝導度計など土壌水分計を用い

た方法が考えられるが,これらの土壌水分の測定方法

は,ファレノプシス栽培に用いられるような粒径の大

きな培地素材の水分状態の測定には適さない。本実験

では,鉢内の水分を鉢重によって推定し,その水分状

態を把灌しながら灌水制御を行った。

ファノプシス栽培に用いられる植え込み素材,プラ

スチック鉢は軽いため,含水率の変化による鉢重の変

化が大きく,鉢重の測定で水分含量を推定しやすい。

長期間の栽培においては,植え込み材料の分解,植物

の生長による重量変化も考慮しなければならないが,

移植時に植物体の重さを測定することによって補正が

可能である。

本実験では,ヤシ殻チップ,パーク培地の適正な灌

水頻度を求めるのが実験の目的の一つであった。ヤシ

殻チップ,パーク培地に設定した80%区の施肥灌水頻

度は,夏季高温時には毎日あるいは二日に一度の灌水

頻度であった。しかし,好適な灌水タイミングはさら

に高頻度にあるものと推定され,本実験の結果から,

適正な灌水頻度を示すことは出来なかった。

ミズゴヶでの灌水頻度に関しては,茎葉重,花序重

は飽和容水時の66%で灌水を行うのが良いと考えら

れ,これは夏季には週2回,冬季には週1回程度に相

当し,通常の灌水管理と同様な結果となった。しかし,

根重についてみると飽和容水時の50%で灌水するのが

好ましく,地下部の生育を促すためにはさらに灌水間

隔を長くして乾燥気味に管理することが好ましいと考

えられ。このように,各器官の生育に対する好適施肥

灌水頻度は異なり,どのような生育を目的とするかに

よって,施肥処方(金ら, 2004)のみならず灌水管理

も調整する必要がある。

ピートは最も一般的で,多くの植物の鉢物用培地と

して用いられている。しかし,本実験では全ての処理

区において生育は劣っていた。ピートは通気性に劣る

ため,ドリテノプシスの根の生育には適していない。

したがって,ピートを用いる場合には通気性の改善が

必要と考えられた。

以上のように,鉢重を測定することによって灌水適

期を知ることが出来ること,また灌水適期も培地の種

類あるいはどんな植物を育てるのかによって異なるこ

とが示された。これらの結果は,ファレノプシス栽培

の具体的な一つの指針として,今後のファレノプシス

生産の効率化に利用できるものと考えられた。

摘要 ドリテノプシスの植え込み材料に,ミズゴケ,

ヤシ殻チップ,ピート,パークを用い,最適灌水頻度

を明らかにするための栽培実験を行った。

施肥灌水頻度の影響ば,植え込み材料によって異な

り,全生体重では,ミズゴケとヤシ殻チップでは灌水

頻度は中程度あるいは低い場合に重くなったが,ピー

トおよびバーク区では生育が劣ったが,灌水頻度が高

い場合に生体重は重くなった。

施肥灌水頻度の影響は器官によっても異なり,茎葉

と花序の生育に対しては施肥灌木頻度が多いほうが,

根に対しては少ない方が好ましい傾向が見られた。

すべての施肥灌水処理区においてミズゴケ区の生育

が最も優れ,ヤシ殻チップ,パークなど保水性に劣る

培地で栽培する場合の施肥灌水法については,さらな

る検討が必要と考えられた。
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